
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

校長 福田有志 

 

 ３月１１日に第４９回卒業証書授与式を実施しました。今年は、保護者の皆様に、

卒業生のみなさんの晴れ姿を見ていただくことができましたことを本当に嬉しく思い

ます。 

 今年度の３年生のみなさんは、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、

立派に最高学年として活躍してくれました。「修学旅行に行きたかった。」「修学旅行に

行かせたかった。」「去年までの体育祭と同じ競技をやりたかった。」「全校で集まって

文化祭を盛り上げたかった。」「子どもたちが頑張っている姿を見たかった。」卒業生の

みなさんの気持ち、先生方の気持ち、保護者のみなさんの気持ち。痛いほど分かりな

がらも、その都度、今までと同じようにはできないという判断をしてきました。  

 そのような厳しい状況の中でも、３年生のみなさんは左近山中学校の顔としての責

任を立派に果たしてくれました。体育祭や文化祭を笑顔で、全力で、楽しんで取り組

む姿は、とても頼もしい存在でした。生徒会活動、委員会活動、部活動、様々な行事

で活躍して、力を発揮していました。  

 学年が上がっていくごとに自覚をもった上級生として成長していく。学校を代表す

る学年の生徒として力を発揮する。この良き伝統を、今後も、在校生がしっかりと受

け継ぎ、更に発展させてくれることと思います。  

１・２年生はそれぞれ進級して、上級生となります。この一年で経験したこと、行

ってきたことを踏まえて、更に左近山中学校の様々な活動を力強く、進めていけると

考えています。そして、１・２年生のみなさんが新たな左近山中学校の伝統を創りあ

げていくと信じています。  

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策

を常に考える一年となりました。同時に様々なこ

とを行うために新しい形態を模索しながら、柔軟

な発想によって物事を進めていく一年でもありま

した。次年度も新たな可能性を発見しながら、円

滑な教育活動を行っていくために尽力していきた

いと思います。  

 保護者の皆様、地域の皆様、本当に一年間あり

がとうございました。今後とも左近山中学校の教

育活動に御理解・御協力をよろしくお願いいたし

ます。 
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３月３日（水）に３年生を送る会を行いました。日頃からお世話になった３年生に

感謝の気持ちを込めて、１・２年生から３年生にささやかではありますが、送る会を

開催させていただきました。例年とは違って、体育館には３年生

のみ、１・２年生は教室でテレビ放送という形で参加しました。

生徒会本部役員が中心となり、各クラスからの感謝の言葉、部活

動からの感謝の言葉、もう左近山中を移動された先生方からのメ

ッセージなどをビデオにまとめて上映しました。特に生徒会本部

役員は何度も打ち合わせを繰り返し、当日の動きのリハーサルを

繰り返し行い、当日を迎えました。３年生にとっては、この３年

間を振り返り、懐かしさや成長を感じることができたのではない

でしょうか。そして２年生は、最上級生としての自覚をもつきっ

かけとなりました。１年生も、来年は自分たちが中心となって、

様々な行事を盛り上げていく自覚が生まれたのではないでしょ

うか。  

             （特活指導部 ３年生を送る会担当）  

 

 

 

 

３月１２日に１・２年生による球技大会が行われました。前日

に３年生が卒業式を迎え、２年生は最上級生として、１年生はこ

れから下級生を迎える立場として行われた行事です。  

 １・２年生の合同チームでドッジボールとバレーボールが行わ

れました。２年生がチームリーダーとしてチーム分けや作戦を考

え、当日も生徒たちの生き生きとした活動が見られました。審判

や得点の記入も生徒が分担して行い、自分たちで行事を作る実感をもちながら活動が

できていたようです。  

 また、生徒会本部役員が開閉会式の運営を務めました。入念な準備を重ねて、本番

では全校生徒に向けて、球技大会の成功に向けてスピーチをすることが出来ました。  

 振り返りでは、  

「最上級生としてしっかり後輩を引っ張っていきたい。」  

「学年混合で鬼ごっこをやってみたい。」  

「もっと協力してやりたい。他学年をちゃんとまとめて誰もイライラ

しないようにしたい」などの意見が出てきました。  

授業だけでなく、行事も通して「自分たちの生活をよりよくしたい！」

という気持ちを高めてほしいと思います。  

（特活指導部 球技大会担当）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


